












































調査・研究 調査・研究

（２）重症心身障害者を主な対象としたグループホーム
　次に滋賀県にある社会福祉法人びわこ学園が運営する「ケ

アホームともる」について紹介します。

　ここでは、びわこ学園が行った「重症心身障害者対象のケ

アホーム設置と施設・地域からの移行と実態の課題について」

という調査報告書の内容を中心に、重症心身障害者を対象と

したグループホームの設立に向けた取り組みについて紹介し

ます。

重症心身障害児者を対象としたグループホームの開設
　「ケアホームともる」は、家族の強いニーズ、家族の高齢化、

重症児者の地域移行の実現を背景に、2011年に開設されま

した（当時はケアホーム）。開設当初、「低い報酬の中で、重

症児者の暮らしを支える支援体制（重介護体制）をどうつく

りかえるか。そして、一人ひとりのニーズに基づいた生活の

支援をどう実現するか。そして医療的ケアに対応するバック

アップ体制をどうつくるか」が大きな課題として挙げられて

いました。その対策として、基本的な給付費以外に自治体か

らの補助を得たり、重介護対応としてヘルパーを投入するな

どの対応が行われていました。

　定員は10名が適当と判断しながらも、定住利用を９名と

し、１名分を体験用などとして柔軟な運用を行っています。

地域生活でも、充分な医療的ケアを目指して
　医療的ケアについては、法人内の資源（診療所、医療福祉

センター）を活用すると共に、地域の医療関係者が定期的に

参加する重症心身障害児事例検討会の代表事務局をびわこ

学園に設置し、定期的な開催を通して、重症心身障害医療の

ネットワーク構築を目指しています。設立から５年以上が経

過し、利用者の高齢化による認知・身体機能の低下が課題と

なっています。訪問看護や、びわこ学園医師による巡回訪問

などを行い、重症心身障害児者が快適に地域生活を過ごせる

（継続できる）よう、医療的ケアの拡充が行われています。

グループホームの取り組みについて、紹介します。

（１）強度行動障害者を主な対象としたグループホーム
　ここでは神奈川県にあるNPO法人PDDサポートセンター

グリーンフォーレストが運営する、グループホーム「ポマト」

について紹介します。

　PDDとは広汎性発達障害の略称です。グリーンフォーレ

ストは、横浜市内在住の広汎性発達障害者の支援を包括的に

行っている事業所です｡ グループホームは４棟。その中の「ポ

マト」（定員６名）は利用者全員が強度行動障害者です。

積極的な地域資源の活用と情報共有
　居宅介護や移動支援、行動援護、重度訪問介護などの外部

サービスを積極的に活用し、利用者の希望に添った生活が提

供されています。また外部サービス事業所へ利用者情報や支

援方法を正確に伝えるため、独自のアセスメントシートを作

成し、引き継ぎが徹底されるよう工夫されています。その際

ホーム管理者が中心となり、各ホーム職員が計画、実践した

支援内容を、外部の事業所に依頼可能かどうかを議論した上

で、最終的に指示通りの支援（サービス）を外部サービス事

業所が提供する、という流れになっています。

　なお同シートや連絡ノートなどを使い、ホーム内での職員

間の情報共有、支援目標の設定から実践、評価、再チャレン

ジといったPDCAサイクルが丁寧に実施されています。

強度行動障害者の生活を支える事業所の拡充が課題
　グリーンフォーレストの他にも、社会福祉法人青葉会（千

葉県）や社会福祉法人北摂杉の子会（大阪府）など、強度行

動障害者を対象としたグループホームは、決して多くはあり

ませんが全国にいくつかあります。こうした事業所の共通点

として、定期的なアセスメントとモニタリングの実施、根拠

に基づいた支援内容の検討、統一した支援の提供、などがあ

げられます。また他事業者（ホーム）が強度行動障害者の利

用に消極的なため、新たな行き場所が見つかりにくい、とい

う課題も共通しています。少しでも多くの事業所（ホーム）

で、強度行動障害者支援が提供できるよう地域資源が整備さ

れることが求められています。
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Ⅰ．プロフェッショナル
　ある日、新規療育支援事業所に対する批判的な発言がきこ

えてきた。おそらく発達障害のあるこどもたちが混乱し落ち

着かなくなっているとのこと。それを受け、そのような戸惑

いや混乱も想定して支援すること、社会で暮らしていれば突

然襲いかかる困難は時と場所を選択しないこと、支援者がと

ある社会を構成する資源の一部を無下に批判、敵対視する態

度について、こどもたちはそれをよく観察しており、それが

こどもたちの発達にどのような影響を与えるかを考えるこ

と、そして、俺様いちばん！みたいに決してならないことが、

プロフェッショナルであること。

Ⅱ．アルバイト
　発達障害特に自閉スペクトラム症（ASD、知的障害を併

存しないタイプ）における、青年期〜成人期の社会適応を良

好にするファクターは色々とあるが、個人的な臨床経験上「ア

ルバイト経験の有無」に有意差がありそうな気がする。ちな

みに「専門機関で SST を受けてきたかどうか」は有意差が

それほどないと感じる。そこにリアリティがあることが、誰

にとっても成長に必要不可欠なことだろうから。

Ⅲ　特性理解の本質
　ASD（自閉スペクトラム症）の特性を鑑みて「見通しを

持たせる」ことの支援は浸透しているようだが、見通しを持

たせるための情報通知において「情報コントラスト」を欠い

た伝達が目につく。要するに、複数の情報を全て等価なもの

と見なしがちな特性を見落としている。ただ先の予定を伝え

ればよいというものではない。さらに、ASD（自閉スペク

トラム症）における「切り替え困難」と ADHD のそれとでは、

全く質が異なる。前者は主に不安と緊張「高いところに登り

たくない」、後者は興奮冷めやらぬ状態の維持「低いところ

に降りたくない」。「切り替え困難 =ASD」と捉えている医者

やその他対人援助者は多いようで、ASD の overdiagnosis

（過剰診断）要因の１つと考えている。学校の先生たちにお

ける指導のヒントになるだろうか？

Ⅳ．物事はシンプルに
　複雑な家庭事情のあるこどもの「問題行動」の理由は、実

は単純なことも多々ある。「暇だから」など。

Ⅴ．魔法のことば??
　こどもがすねているのを見て「甘えているだけですね」を

連発する支援者へ。自らの指導能力の無さを棚上げできる魔

法のことばですか、それは。

Ⅵ．福祉とは
　福祉の現場に少々入り込むと、福祉職員と当事者の間に

こんな対立構造が見え隠れする。「より良い支援をいたしま

す！」⇔「これ以上のお節介は勘弁してください！」福祉っ

て一体何だろう？例えていうなら、今の日本の福祉は「粘土

細工」のようである。支援とは「くっつけるもの」という認

識が主であり、「彫刻」という視点はあまり持ち合わせてい

ない。要するに、不要なものは削いでいくのも支援である。

支援と言う名の「重荷」を当事者へ背負わせていることに気

づかねばならない。

Ⅶ．体験
　体験の重要性について。それは、見る、聞く、嗅ぐ、触れ

る、味わうこと。いわばこれらの感覚を常に「研ぎ澄ませた」

状態にしておくことであろう。

　包丁は常に研いだ状態にしておくもの。放置すれば錆びる。

いざ使いたい時に使えない。感覚も、概ねそれに近いところ

がある。長期ブランクからの脱却とは「研ぎ直し」、いきな

りやり過ぎれば刃が折れる。手間暇はどうしてもかかるもの

だ。

　体験について、これ以上は無理、つらいと感じたら引き返
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すのも大切である。登山に例えるなら、悪天候になった時の

判断、登頂したいという欲望と、遭難して命の危険に晒され

るかもしれないというリスク、天秤にかけた時にどちらに振

れるかである。欲望を一旦脇に置くことは、挫折とは意を異

にする。進まない選択は、その瞬間の「勇気」であり、また

それは、己の健康な証の１つでもある。

Ⅷ．皮肉
　思春期のこどもたちにとって、親が発するメッセージを「う

るせぇー！」と感じてしまうのは、しかめ面の怒鳴り声では

なく、反復される「皮肉」とそれに時折混じる「嘆息」であ

ることがほとんどである。

　よって多くの親は「うるさく言っているつもりはない」と

答えるのである。

Ⅸ．お勉強嫌いを放っておかないで
　外来診療には「ブーム」みたいなのがあって、一時期は強

度行動障害、それがひと段落すると今度は ADHD 関連、そ

して次は LD（学習障害）、のように。

　教科学習における困難のあるこどもたちだが、日常の友だ

ち関係や役割分担活動は相応にできている。親は、ひらがな

が満足に読み書きできないわが子を当然心配し、学校へ相談

する。しかし、その結果は「現状ではどうすることもできな

い」「特別支援に在籍を移してもらえれば」。がっかりしなが

ら帰路に着くと、わが子が YouTube に見入っている姿を見

てさらに落胆する。

　勉強なんてできなくたっていいじゃない、といった慰めは、

LD のある子にとって、強烈なみすぼらしさを感じるだろう。

宿題が先に進まない悔しさともどかしさ、そしてできない自

分への情けなさが、算数の文章題を見るなり押し寄せてくる。

そして、しばらくすると、ビリビリに破れた教科書とノート

がリビング全体に無残に散らばっている。

　不登校の温床のひとつに「学業不振」が挙げられる。周囲

についていけず差をつけられているあの不快感、自分のこと

を「バカ」と思っているだろうという猜疑心、「こんな気持

ちを察してくれないか、先生。やっぱり無理か…。」という

希望は絶望へ変わり、勉強嫌いが人嫌いへと波及していく。

　LD のあるこどもたちの診察で、勉強だけの苦労苦悩だけ

では済まされないのだという暗黙のメッセージを反芻してい

る。得意なことを生かして、の前に取り掛からねばならない

ことが、もっとあるように思える今日この頃。

Ⅹ．先輩からのメッセージ
　私は主に小中学生の診察をしているが、在宅の成人重度知

的障害者の診察も時々ある。ある日、成人当事者の母親が診

察時に話していたことに、心打たれた。

　「（待合で待っているこどもの母親をみて）若いお母さんた

ちがたくさん来てますね。きっと、不安でいっぱいだと思い

ますよ。私もね、そうでしたもの。いつになったらことばが

出るんだろうか、この年になってもまだそう思ったりするん

ですから…心配はつきないわね」

　「（座って待っているこどもたちをみて）皆良い子に見える

わよ。えらいわね〜。昔なんてそれはもうひどかった。座っ

ていないのは当たり前、大声を出して暴れていて、こっちが

気が狂いそうだったわ。でも、何とかここまできましたね。

ほんとはね、うちの子も早くからどこかで面倒見てもらえれ

ばよかったけど、今の子みたいに（療育を受けるような場所）

なかったからね」

　診療所にはたくさんの悩みを抱えたこどもと親がたくさん

やってくる。

Ⅺ．お見送り
　小学生の頃から診ている男の子、特別支援在籍でいつも大

暴れ、学校の先生が何度も私のところを訪れ、支援の方向性

を打ち合わせていたようないわゆる「手のかかる子」だった。

特別支援学校→福祉サービスの規定路線かと思われていた

が、彼は全くそのことには目を向けようとせず、マイペース

で突き進む姿は自分なりに何らかの目標があるようだった。

私は、彼を信じ、しばらく応援しようと決意していた。

　そして診察は細々と続き、昨日「やっと内定決まりました」。

彼から有名自動車メーカーへの一般就職が決まったとの第一

声。

　「おおーよかったね !!」「色々とあったけど、何とかなるも

んですねぇ〜」「これから研修ですよ、めんどくせぇな」と

言いながらも満ち足りた表情で、小学生時代のやんちゃな面

影を残しつつも、凛々とした立派な青年となっていた。

　彼が大荒れし、まるで暴風雨の中にいたような時も、彼の

ことを信じてやって本当に良かった。福祉でも医療でもない、

社会が彼を受け止めたのだ。私は彼を、見送る時がやってき

たようだ。
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　昨年７月に起きた、神奈川県の「津久井やまゆり

園」での忌わしい事件の後、当法人宛にマスコミか

ら取材の依頼がありました。事件の対象となった「重

複･重度」の障害者の生活や支援の様子が知りたいと

いう内容でした。しかし、当時はまだ事件からあま

り時間が経過しておらず、模倣犯の対象となり得る

ことを考慮して、お断りしました。

　あの事件の後、現在に至るまで当該施設の建替え

にあたり、改めて入所施設のあり方が問われていま

す。このことが基本にはありつつ、事件から１年経

過する時期に合わせた形で報道したいとの趣旨で、

改めて新聞社２社、及びNHKから取材の依頼があり

ました。具体的な依頼内容としては、新聞社はそれ

ぞれ「重度･重複の障害がある人の暮らしについて」、

「高齢･重度の障害がある人の施設での暮らしと地域

移行について」であり、NHKからは「知的障害とと

もに老いる〜国立のぞみの園の半世紀〜（仮）」とい

うテーマで、のぞみの園の歴史と現状の利用者の暮

らしぶりを記録として残すことも含めて番組制作し

たいとのことでした。当法人としては、現状の取り

組みや支援の在り方などについて広く知ってもらう

機会としてとらえ、全面的に協力することとしまし

た。

　新聞社については、法人内の視察を行った後、改

めて利用者の生活の様子などを支援員から取材を

行ったほか、１社は保護者会の総会や保護者会会長

へのインタビュー、ふるさとへ地域移行した利用者

に会いに行き、本人や周囲からの取材などを行いま

した。もう１社は、保護者へのインタビューの他、

法人の地域移行などについて厚労省へも質問を投げ

かけたようです。それ以外にも法人が所有する様々

な資料や情報などを提供しました。

　１社は７月25日付で「意思の証しここに　地域か

施設か二択でない生き方を」という見出しの記事に

なりました (写真１) 。法人に有期限で入所している

女性の生活にスポットをあて、最重度の知的障害と

強度行動障害を併せ持つ彼女が、法人内の生活の中

で、初めて自ら他者に迷惑をかけない行動（遊び？）

を獲得したこと。もうじき出身自治体の事業所へ戻

る準備をしていることなどを伝えながら、改めて「津

久井やまゆり園」の事件で犠牲になった重度の障害

者が本当に意思を持っていないのかという問いかけ

を行った内容でした。

　もう１社については、取材対象としていた利用者

が入院するアクシデントがあり、退院を待って取材

を継続する予定となっています。

　ＮＨＫは、６月中旬にディレクターが法人内を見

学し企画を作成、７月10日から２週間かけて撮影を

行いました。法人の現在の様子と旧法人の開所当時

の様子を併せて、記録として残せる物にしたいとい

うことと、40数年ここで暮らしてきた高齢･重度の利

用者の生活ぶりを紹介するということが主な趣旨で

した。３カ所の生活寮とグループホームを中心に、

利用者の人柄などを職員から聞き取りつつ撮影を行

い、また、国の施策や法人の支援の方向性、特に地

域移行について担当者から念入りに取材を行ったほ

か、保護者会会長からは親としての思い・考えも取

材･撮影を行いました。それ以外にも、退職した職員

から開所当初の様子の取材や、ドローンを使用し当

法人の空撮なども行われました。

事業企画部事業企画・管理課長　古川　慎治

　マスコミ取材への協力
〜高齢・重度・重複の利用者の生き方と暮らしを考える〜
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　８月17日夜、ハートネットTVという番組内で「山

の、上で　—ある重度知的障害者施設の日々—」と

いうテーマで30分間放映されました（写真２）。

　数名の利用者にスポットをあて、その暮らしぶり

を紹介することを中心に、法人の現状を淡々と伝え

る内容でした。旧法人開所時の画像との対比の中で、

全国からここに集められた利用者が、40年余りここ

で暮らし、高齢化･重度化がすすんでいる状況。地域

移行に取り組み、170人がふるさとの町へ帰ったが、

現在暮らす利用者は、非常に難しい状況であること。

それらを受けて、保護者会会長と娘さんとの関わり

を紹介しつつ、保護者として法人に対する思いが語

られ、法人からは地域移行の担当者が、法人の姿勢

や地域移行に関する考え方等を伝えるという内容で

した。番組全体として、何かを主張すると言うより

は、現状を丁寧に伝えることで、改めていろいろな

ことを問い掛けたいという趣旨であり、現状の記録

としても良かったのではないかというのが法人理事

長の感想でした。

　「津久井やまゆり園」事件に端を発した当法人への

マスコミ取材でしたが、改めて、高齢･重度･重複と

いう当法人入所利用者の暮らしぶりにスポットが当

たり、当法人の取り組みを通じて国立のぞみの園の

存在をアピールするには良い機会だったと考えます。

　取材窓口を担当して、改めて支援の現場に取材の

目が入ることで、我々の日々の支援が客観的に評価

されるということ、外部の人には、日々の暮らしや

日々の支援がどのように映るのかという視点での評

価、このような機会は非常に大切であると感じまし

た。今回の記事や番組内容を、支援の現場にフィー

ドバックして、改めて当法人の現状や求められてい

るものについて検証してみる必要を感じています。

写真２写真１
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Column
「精神科ショートケア」がスタート

　当法人診療部では、平成29年７月より、「精神科ショー

トケア」事業をスタートさせました。精神科外来治療の

１つの形で、個人にあったプログラムを設定し、小集団

によるグループ活動を通し、さまざまな経験やスキルを

獲得していく場所です。１日３時間の利用が原則になり

ます。実際、利用することで、どのような目的のもとに、

どのような効果がもたらされるのかをご紹介します。

◆利用目的とその効果について

「居場所の提供」
　社会参加の機会が減り、「自分の居場所がない」と訴

える方々も多くいらっしゃいます。この所属感のなさ

は、精神的不安定さや自信喪失の状態にも影響します。

そこで、まずはその居場所を提供し、社会へ繋がる安

心感を得られるようにしていきます。

「仲間づくり」
　同じような悩みを抱えている仲間と出会い、交流を重

ねていきます。そうすると「悩んでいるのは自分だけで

はないんだ」と感じ、安心感や勇気を与えてもらえます。

自宅にいるだけでは得ることができない大きなメリット

になります。

「対人関係の訓練」
　対人関係がうまく持てず、大きなストレスとなってい

る方もいらっしゃいます。そこで、コミュニケーション

を円滑にするスキルを習得する場として活用できます。

常時スタッフがいるので、仲間とのトラブル等も相談し

ながら対処ができ、問題点などの修正もできます。

「様々なチャレンジができる」
　プログラムは、スポーツや芸術、調理、話し合い、

集団認知行動療法、心理教育などを実施していきます。

その中で、たくさんのチャレンジと経験を積み重ね、自

信を得ていきます。

「生活リズムの改善」
　家の中に閉じこもりがちになると、生活リズムが乱れ

る傾向が多くあります。そうなると、昼夜逆転生活が続

き、寝る時間や食事時間にも影響し、体内時計のバラ

ンスが崩れるなど、精神状態にも悪影響を及ぼします。

定期的に参加することで、同じ時間帯に同じ場所へ出向

くこととなり、学校や職場へ行くのと同じように生活リ

ズムが整うことへ繋がっていきます。

「社会復帰へのサポート及びフォローアップ」
　不登校や離職・休職などをしていた場合、状態が改

善しても、いきなり社会復帰へのチャレンジはハードル

が高いものです。復帰する前に、負荷が軽度なチャレ

ンジから挑戦し、段階的に負荷を上げていったほうが成

功率も高まります。また、社会復帰した後こそ、相談し

たい内容もあります。継続的にフォローアップを受ける

ことで、安定した生活を支えていきます。

「相談場所が増える」
　精神科医をはじめ、ソーシャルワーカーや臨床心理

士、看護師などの専門職がスタッフとして関わりを持ち

ます。利用することで、日常の小さな疑問から将来を見

通した不安まで相談ができ、安心と自信へ繋がります。

また、家族も相談ができるので、どこにも相談できな

かった悩みの解消など家族負担の軽減にもなります。

　精神科外来では、不登校や引きこもりなどの社会不適

応な状態の子どもも少なくありません。一般的には様々

なサポートが入りますが、うまく活用できない場合もあ

ります。その場合、学校などの社会から遠ざかる期間

が長期化し、学業の機会や社会的経験の場などの減少

に繋がり、ハンディキャップとなることがあります。治

療やケアに多くの工夫が求められ、スモールステップ

の歩みが必要になります。その実践ができる場として、

「精神科ショートケア」が開始されました。

　当法人で運営する「放課後等デイサービスれいんぼ〜」

も不登校への実践を行っていますが、社会へ繋がるサ

ポートをより小さなステップで刻んだイメージです。

　今後も引

きこもりや

不登校への

支援の重層

的な取り組

みを行って

いけたらと

考えていま

す。

診療部発達支援課長補佐　保科　　華
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のぞみの園 ふれあいゾーンだより
　自然豊かなのぞみの園では、色とりどりの紅葉を存分にお楽しみいただけます。

ふれあいゾーンの、広場、洋風庭園、日本庭園でのんびり秋を満喫してはいかがでしょう。

初秋の観音山散策を楽しんだ中学生たちが、ふれあい彩
り広場でお昼休憩をとり、ふれあい香りガーデンの木々
や花々を楽しみました。

紅葉の樹木に囲まれた「ふれあい彩り広場」

ふれあい御休所は、日本庭園を眺めながら深まりゆく秋
を楽しむことができます。

日本庭園を眺めながら休憩ができる「ふれあい御休所」

秋のふれあい香りガーデンでは、パイナップルセージや
コバルトセージ、ダリアなど季節を彩る花々が咲いてい
ます。

色鮮やかな秋の花々が咲いている洋風庭園の「ふれあい香りガーデン」
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【研修の目的】
　高齢知的障害者の支援は、介護保険制度との関係、健
康管理、介護技術や施設等の整備など、多様な視点から
総合的に検討する課題であります。高齢知的障害者支援
に先駆的に取り組んでいる事業所や当法人の取組につい
て実践報告し、必要な知識と技術を習得していただくこ
とを考えています。

Ⅰ 国立のぞみの園福祉セミナー 2017

①主　　催／独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
②期　　日／平成30年２月７日（水）10:30～
③場　　所／高崎シティギャラリー（群馬県高崎市）

④定　　員／200名
③募集案内／現在受付中です。当法人HPをご覧下さい。

知的障害者の健やかな老後のために
～地域・専門職・家族が出来ること～

大人の発達障害～どうする？職場での問題～
講師　宮岡　等 先生

（北里大学東病院長／北里大学精神科学主任教授）

１．高齢知的障害者支援セミナー

Ⅲ 矯正施設等を退所した知的障害者への支援研修

Ⅳ 国立のぞみの園支援者養成現任研修

【お申し込み・お問い合わせ先】

【研修の目的】
　国立のぞみの園のフィールドを活用して、高齢知的障害者
支援、行動障害者支援、矯正施設等を退所した知的障害者支
援、発達障害児支援に携わる若手職員等を対象として、必要
な知識や技術、関係機関との連携のあり方などについて、実
践を通して学んでいただくことを目的とした実務研修です。

①コ ー ス／・高齢知的障害者支援コース
　　　　　　・行動障害者支援コース
　　　　　　・矯正施設を退所した知的障害者支援コース
　　　　　　・発達障害児支援コース
②期　　日／平成29年４月～平成30年3月（随時受入）
③場　　所／独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
③募集案内／現在受付中です。当法人HPをご覧下さい。

【研修の目的】
　矯正施設等退所者への福祉支援について、参加者が互
いの実践等の情報を共有することにより、支援の実践の
深化を図ることを目的にした研修会です。

①主　　催／独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
②期　　日／平成30年２月15日（木）～16日（金）
③場　　所／調整中

④定　　員／200名
③募集案内／平成 29年９月頃を予定しています。

１．非行・犯罪行為に至った知的障害者を支援し続ける人
　　のための双方向参加型研修会（実践者研修会）

【研修の目的】
　知的障害や発達障害に関連した医療分野における最新の
動向や知見について、知識の習得や理解を深めていただく
ことを考えています。今回は大人の発達障害の診療に携
わっている講師をお招きし、講演をしていただきます。

Ⅱ 国立のぞみの園医療福祉セミナー 2017

①主　　催／独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
②期　　日／平成29年11月29日（水）14:00～
③場　　所／高崎シティギャラリー（群馬県高崎市）

④定　　員／200名
③募集案内／現在受付中です。当法人ＨＰをご覧下さい。

研修・養成

　のぞみの園では、障害福祉や保健医療に従事する皆さまに対して、全国の障害者支援施設や関係機関など

で課題となっている「高齢の知的障害者等への支援」や「著しく行動障害等を有する者等への支援」、「矯正

施設等を退所した知的障害者への支援」、「発達障害児・者等への支援」などをテーマに取り上げ、支援の現

場で役立たせていただくために、下記の研修会やセミナーなどを開催します。

　皆さまのご参加をお待ちしております。

国立のぞみの園　事業企画部研修・養成課
　　　　　　　　　　　　（担当：新井・宮澤）
TEL027-320-1357　FAX027-320-1368
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○障害福祉サービス、地域生活支援事業のご利用について

　知的障害や発達障害のある18歳以上の人たちを対象に、
生活介護・自立訓練・就労移行支援・就労継続支援Ｂ型・短
期入所・日中一時支援を提供しています。

TEL.027-320-1416 【事業企画部支援調整係】

○障害児通所支援事業のご利用について

　知的障害や発達障害のあるお子さんを対象に、児童発達支
援・放課後等デイサービスを提供しています。

TEL.027-320-1005 【診療部療育支援係】

○外来・入院診療のご利用について
　障害のある人たちが安心して受診できる医療を提供していま
す。また、医療に関する相談や心理相談も受け付けています。

TEL.027-320-1327 【診療部医事係】

○障害者とそのご家族の相談について
　障害のある人たちや障害のあるお子さんのご家族からのさ
まざまな相談に対応いたします。

TEL.027-327-3520 【事業企画部相談支援係】

○知的障害関係施設等で働いている人たちの相談について

　障害者に対する支援について、知的障害関係施設等で働い
ている人たちからのさまざまな相談に対応いたします。

TEL.027-320-1366　【事業企画部事業企画係】
　
○研修会等の開催、実習生等の受入について

　研修会やセミナーの開催、大学・専門学校などからの学生
等の受入のお問い合わせに対応いたします。

TEL.027-320-1357 【事業企画部研修係】
　
○講師の派遣、ボランティアの受入、施設見学について

　当法人は研修会などの講師として職員の派遣を行っていま
す。このため、講師の派遣、ボランティアの受入や施設見学
等のお問い合わせに対応いたします。

TEL.027-320-1322 【事業企画部養成係】

○刊行物のお支払い方法

　刊行物をご購入いただいた際のお支払いにつきまして、お
客様の利便性を図るため、ゆうちょ銀行の取扱いを始めます。
　振込口座などの詳細は、同封の用紙をご覧ください。

お 問 い 合 わ せ 先 の ご 案 内

【ニュースレター関係連絡先】
TEL.027-320-1613 (総務部) 
FAX.027-327-7628 (直通)

編集事務局からのお願い
　市町村合併や人事異動、事務所の移転などにより、住所や送付先名が変更になりました場合に
は、新しい送付先名等をFAXやE－メールなどで事務局あてにご連絡をいただけますと幸いです。
　お忙しい中お手数をおかけして大変恐縮ですが、よろしくお願い致します。
『ニュースレター』のバックナンバーは、ホームページ http://www.nozomi.go.jpでご覧いただ
けます。ご関心を持たれた方はぜひご覧ください。

〒370-0865　群馬県高崎市寺尾町2120番地2　TEL.027-325-1501（代表）FAX.027-327-7628
URL http://www.nozomi.go.jp  E-mail webmaster@nozomi.go.jp

１．タクシー利用
　　　所要時間【JR高崎駅（西口）より約15分】
２．バスの利用
　①市内循環バス「ぐるりん」　乗り場8番
　  ・系統番号13：JR高崎駅（西口）乗車
　　　　　　　　　　　～「国立のぞみの園」下車
　  ・系統番号14：JR高崎駅（西口）乗車
　　　　　　　　　　　～「国立のぞみの園」下車
　     所要時間【約40分】
　②のぞみの園定期バス
　   所要時間【JR高崎駅（西口）より約25分】

国立のぞみの園へのアクセス
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